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考える。
③その他の函体接合部の安全率
図─ 10の性能曲線から，本沈埋トンネルにジーナ

ガスケットm34 を使用する全継手部の供用後 100 年
の使用限界における止水安全率を試算した一例を表─
4に示す。これより，m34 は 100 年後においても止水
安全率 1.5 以上を確保しているものと推察される。
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ジーナガスケットm34 の止水性（供用後 100 年を
想定）が確保される限界圧縮変形量は，下記のとおり
と推察される。
・水圧 0.2MPa：圧縮変形量 25mm
・水圧 0.4MPa：圧縮変形量 35mm
・水圧 0.6MPa：圧縮変形量 45mm
・水圧 0.8MPa：圧縮変形量 65mm
・水圧 1.0MPa：圧縮変形量 85mm
ゴムガスケットの止水設計に当たり，漏水限界を用
いて性能設計を行う場合には，今回の止水性試験結果
による漏水限界の最低値を用いて設定した性能曲線
（図─ 10中の点線）を適用することができるものと

図─９　m34の函体接合時性能曲線

図─ 10　m34の応力開放時性能曲線

部位 安全率 部位 安全率
E18/E17 3.05 E9/E8 1.75
E17/E16 2.20 E8/E7 1.74
E16/E15 1.91 E7/E6 1.75
E15/E14 1.67 E6/E5 1.79
E14/E13 1.52 E5/E4 1.81
E13/E12 1.54 E4/E3 1.86
E12/E11 1.60 E3/E2 2.26
E11/E10 1.64 E2/E1 2.47
E10/E9 1.69 E1/C ＆ C 2.84

表―4　m34の止水安全率（供用後 100年を想定）
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